
取扱説明書・保証書

　このたびは、当社製品をお買い上げいただき
まして、誠にありがとうございます。正しくご
使用いただくために必ずこの取扱説明書をよく
お読みください。なお、お読みになられたあと
もいつでも見られるように大切に保存してくだ
さい。
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仕　　様
品 名 スチームクリーナー
型 名 DSM-1601
電 源 AC100V　50/60Hz
消費電力 1350W
連続使用時間 約25分
スチーム温度 約100°C
水タンク容量 約0.5L
コード長さ 約5.0 ｍ
質 量 約2.3 kg  （本体＋ノズル）
外形寸法 約 幅 19.5 ×奥行き35×高さ19 cm （本体+ノズル）

付属品
延長ホース×1、ノズル×1、ミニブラシ×2、スクイジー×1、肩掛け用ベルト×1、
延長パイプ×1、床用ヘッド×1、パッド×2、耐熱マット×1、収納袋×1、
ノズルクリーナーピン×1、給水カップ×1、取扱説明書・保証書×1

仕様等は改善・改良のため、予告なく変更することがあります。 ●
この製品を使用できるのは日本国内のみで、海外では使用できません。 ●

 (This unit can not be used in foreign countries as designed for Japan only.)

スチームクリーナー　DSM-1601

ZA16B
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安全上のご注意
ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。●
ここに示した注意事項は安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。●
お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに、必ず保存してください。●

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

注意
誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容を示
します。
（物的損害とは、家屋 ･家財 ･家畜 ･ペット等にかかわる拡大損害を示します。）

図記号の意味と例

は、「してはいけないこと」を意味しています。具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や
文章で示しています。（左図の場合は、「分解禁止」を示します。）

は「必ずすること」を意味しています。具体的な強制内容は、 の中や近くに絵や文章で示
しています。（左図の場合は、「電源プラグをコンセントから抜くこと」を示します。）

警告
交流100V以外は使用しない。
火災・感電の原因になります。

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無
理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、束ねたり、
重いものを乗せたり、挟み込んだりしない。
感電や発熱・火災の原因になります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し
込みがゆるいときは使用しない。
感電・ショート・発火の原因になります。

禁止

子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところでは使用
しない。
けが・やけど・感電の原因になります。

本体のすき間にピンや針金などの金属物等、異物を入
れない。
感電・けがの原因になります。

人やペットに向けて使用しない。
やけど・事故の原因になります。

電源が入ったままの状態で、本製品を放置しない。
事故・やけど・変色・変形の原因になります。

給水する水は常温の水道水以外使用しない。
事故やけがの原因になります。特に加熱するため、水
以外のものは入れないでください。

指示

異常時（こげ臭い、発煙など）は電源プラグを抜き、使
用を停止する。
感電・火災の原因になります。

電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し込む。
感電・ショート・発火の原因になります。

指示

電源プラグの刃および刃の取り付け面にホコリが付着し
ているときはふきとる。
ホコリが付着したまま電源プラグを差し込むと、ショー
ト・火災の原因になります。

定格15Aの壁コンセントを単独で使用する。
他の機器と併用すると、コンセント部が異常発熱して
発火することがあります。

プラグを抜く

使用後は電源プラグをコンセントから抜く。
火災や故障の原因になります。

お手入れのときは、安全のため電源プラグをコンセント
から抜く。電源を切る。
感電・火災・けがの原因になることがあります。

分解禁止

分解しない。また、修理技術者以外の人は修理しない。
感電・火災・けがの原因になります。修理は販売店ま
たはドウシシャお客様相談室（裏表紙参照）にご相談
ください。

ぬれ手禁止

ぬれた手で、電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

水ぬれ禁止

本体および電源プラグを水につけたり、水をかけたりし
てぬらさない。水洗いしない。
感電・ショートの原因になります。
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注意
高温になるところ、直射日光があたる場所、火や熱源の
近くでは使用しない。
変形、故障の原因になります。

本体に変形や破損のあるときは、使用しない。
感電や事故の原因になります。

電源コードを束ねたまま使用しない。
熱を持ち、やけど・火災の原因になります。

熱に弱いものの上、不安定な場所では使用しない。
変形・変色・破損・故障の原因になります。

禁止

使用中、使用直後は、ノズル、ミニブラシ、床用ヘッドに
さわらない。
やけどの原因になります。

延長ホース使用時は、無理に引っ張ったり、ねじったりし
ない。
延長ホースが損傷します。

業務用に使用しない。
家庭用として設計されているため、業務用としては使
用しないでください。

お手入れのときは住宅用洗剤・シンナー・ベンジン・ア
ルコール・磨き粉などを使わない。
変色・変形・感電・故障の原因になります。

水タンクに水を入れずに電源を入れない。
故障の原因になります。水がなくなったらすぐに電源を
切ってください。

電源プラグを抜くときはコードを持たずに必ず電源プラ
グをもって引き抜く。
感電やショートの原因になることがあります。

ノズル、ミニブラシ、延長パイプ、延長ホース、ヘッドを
はずすときは、冷えてから行なう。
使用中や使用後冷える前に行なうと、やけどの原因に
なります。

水を再給水、排水するときは、本体が冷えてから行なう。
使用後は本体が熱くなっていますので、やけどの原因
になります。

指示

材質を確認してから洗浄を行なう。
材質によっては変色・変形することがあります。洗浄前
に目立たない部分にスチームを噴射して確認してくだ
さい。

使用後はすぐに十分お手入れをする。
そのままにしておくと、汚れが本体に悪影響を与えま
すので、できるだけ早くお手入れをしてください（「お手
入れと保存」）。

凍結しないように注意する。
水分の膨張により、故障の原因になります。保存する
ときは必ず水を抜いておいてください。

使用前にノズル、ヘッドのスチーム噴出口に詰りがない
か確認する。
異常を感じて使用中や使用後に行なうと、やけどの原因
になります。

窓ガラス、鏡などガラス清掃のときは必ずスクイジーを
使用する。
ノズルのスチーム噴射を直接当てると、温度差によりガラ
スが割れる原因になります。

スチームの当てられる場所について
噴出直後のスチームは約100° C と高温度で、当てる場所によっては変形・変質・変色してしまいます。
実際使われている材質が何であるかわからないときなどは、目立たないところで試してみて、問題ないこ
とを確認してから使用されることをおすすめします。

■カーペット
　 必ず使用できるとは限りません。カーペットのタグ《品質表
示》を確認の上、使用してください。
■フローリング
　 ワックスやニスを使用した床には使用できません。また塩化
ビニール樹脂製は熱に弱いため使用できません。
■壁
　 塗装された壁、紙製・塩化ビニル製の壁紙、和室の砂壁など
は変色・剥がれ・破れなどが生じることがあります。ご注意
ください。

■ガラス
　 ノズルからのスチームを直接当てず、必ずノズルにスクイ
ジーを取り付けて使用します。
■家具
　 壁紙同様、普通の紙などに柄が印刷されて貼られただけの
ものには使用しないでください。
■畳
　 スチームを当て過ぎないよう注意してください。カビや変
色・変質の原因になります。また使用後は室内の換気をして
ください。
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各部の名称とはたらき
本体・前面

水タンクふた

付属品一覧
お買い上げ後、本体と同梱の付属品を確認してください。

ノズル ................................................................1 個
延長パイプ ........................................................1 個
延長ホース ........................................................1 個
床用ヘッド ........................................................1 個
スクイジー ........................................................1 個
パッド ................................................................2 個

ミニブラシ（金属・ナイロン） ..................各 1個
給水カップ ........................................................1 個
耐熱マット ........................................................1 個
収納袋 ................................................................1 個
ノズルクリーナーピン .....................................1 個
取扱説明書（保証書含む） ...............................1 個

※ ひとつひとつの部品を確認の上、小さいものは収納袋に入れて保存してください。

本体・裏面

水タンク

ハンドル

スチームボタン

電源ボタン／電源ランプ

ノズル取り付け部

ノズル取りはずしボタン

調節つまみ

ベルト取り付け穴（2か所）

吸水ノズル

電源プラグ

側面表示ランプ

電源コード

水タンクふた

4
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ノズル 延長パイプ

延長ホース 床用ヘッド

スクイジー ミニブラシ パッド（×2）

給水カップ 耐熱マット 収納袋

肩掛け用ベルト ノズルクリーナーピン

ゴムヘッド
《金属ブラシ》
ノズルの先に使
用し、ガスレン
ジなどの掃除に
使用します。

《通常ブラシ》
ノズルの先に使
用し、柔らかい
材質のものに使
用します。

床用ヘッドを取り付けます。

床の清掃に使用します。

床用ヘッドに取り付けて使用します。

数多い本機の付属品をまとめて入れておきます。

熱に弱いところへ本体を置くときに、一時
的に使用します(長時間使用はできません）。

窓の清掃に使用します。

熱噴出部の詰まり防止・清掃に使用
します。

長時間使用するとき、本体を肩掛けに
することができます。

本体を近づけられない場所、高い場所、低い場所などに使用します。
ノズル、スクイジーなどを取り付けて使用します。
ヘッドの向きを変えるボタンが付いています。

本体から直接噴射するときに使用します。延長ホースの先端にも取り
付けて本体と同じように使用することができます。

本体に給水
するときに
使用します。

5
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使用前の準備

ここではノズルでの使用方法を記述します。
延長ホースや延長パイプを使用するときも同様
の準備をする必要があります。

ノズルを取り付ける1. 
本体のノズル取り付け部にノズルを上下確認
して、カチッと音がするまで押し込んでくだ
さい。
正しく取り付けていないと安全装置が働き、
電源ボタンを押してもスタンバイ状態になり
ません。

ノズルのスチーム噴出孔に詰まりが2. 
ないか、ノズルクリーナーピンを
使って確認する

注意
詰まりの確認は、必ず使用前に行なう。
使用中や使用直後に行なうと、やけどの原因
になります。

水タンクのふたを開ける3. 
必ず本体を横に倒し、水タンクが上を向いて
いる状態にしてから、水タンクのふたを開け
るようにしてください。

給水カップに水を入れ、水タンクに水4. 
を給水し、水タンクのふたを閉める
給水するときは、給水カップを使用してください。
タンクに給水できるのは約0.5L です。• 
給水後は、水タンクのふたをしっかりと閉め• 
てください。

注意

水があふれないように給水する。• 
水があふれたときは、乾いた布などで本体
をふいてください。
給水する水は、常温の水道水を使用する。• 
井戸水や湧水、風呂の残り湯などは使用し
ないでください。
水タンクに水道の蛇口から直接給水しない。• 
必ず給水カップを使用して水タンクに給水
してください。
水タンクに水以外のものは絶対に入れない• 
（お手入れ時除く）。
故障の原因になります。

ノズル ノズル取り付け部

本体

ノズルクリーナーピン

ノズル

給水カップ

6
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電源プラグをコンセントに差し込む5. 
本体の側面表示ランプが緑色で点灯し、通電
状態になります。

注意
定格15Aのコンセントを単独で使用する。
他の機器と併用するとコンセント部が異常発熱
して発火することがあります。

電源ボタンを押して、（スチーム噴6. 
射）スタンバイ状態にする
本体の電源ボタンの電源ランプが緑色で点滅
し、スタンバイ状態になります。

本体のスチームボタンを押して、ス7. 
チーム噴射の試し噴射をする
本体スチームボタンを押し続けると、スチー
ム噴射をします。1、2度試し噴射をしてくだ
さい。

注意

スチームを試し噴射するときはタオルなど• 
に向けて行なう。
高温のスチームが噴射されるため、スチー• 
ム噴射口には触れない。スチームを皮膚や
ほかの人に向けない。
やけどの原因になります。

電源ランプ表示について
電源ボタン／電源ランプ調節つまみ

＋

－

ランプ表示 本体の状態
緑色点滅 スタンバイ状態
緑色点灯 スチーム噴射中
青色点灯 スチーム連続噴射中

7
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正しい使いかた

基本的な使いかた
使用時は、本体やホースが熱くなりますので、
なるべく本体に触れないようにしてください。
やけどの原因になります。
使用の際にはゴム手袋の使用をおすすめします。

電源ランプが緑色に点滅しているの1. 
を確認し、スチームボタンを押す
スチームボタンを押すと、スチームボタンを
引いている間、スチームが噴射されます。

注意
高温のスチームが噴出されるためスチーム噴
射口には触れない。スチームを皮膚やほかの
人に向けない。
やけどの原因になります。

調節つまみでスチーム量を調節する2. 
つまみを＋側（ ）にするとスチーム量が増え、
－側（ ）にするとスチーム量が減ります。

連続噴射で使用する3. 
スチームボタンを押した状態から点滅する電
源ボタンを3 秒間押し続けると、連続噴射に
なります。電源ランプが青色の点灯になり、電
源ボタンおよびスチームボタンから指を離して
もスチームの噴射が続きます。
連続噴射をやめるとき　電源ボタンを押すと連
続噴射が止まり、電源ランプが消灯になります。
スチーム噴射が弱くなったら、一度スチー※ 
ム噴射をやめ、水タンクの水量を確認して
ください。
続けて使用する場合は、一度電源を切って
電源コードを抜き、水タンクに給水してく
ださい。

使用を一時中止するときは、熱く4. 
なった本体を置く場所に注意する
場所によっては本体の熱により変色・変形をす
ることがあります。一時的には付属の耐熱マッ
トを敷いて対応してください（長時間になると
きは電源を切ってください）。

電源ランプ表示について
電源ボタン／電源ランプ調節つまみ

＋

－

ランプ表示 本体の状態
緑色点滅 スタンバイ状態
緑色点灯 スチーム噴射中
青色点灯 スチーム連続噴射中

8
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使用を終えるときは、電源ボタンを5. 
押して電源を切り、電源プラグをコ
ンセントから抜く
電源ボタンを押すと、電源ランプが消灯し、電
源が切れます。

排水する6. 
ふたをはずし本体を斜めにして、水タンクに
残った水を捨ててください。使用直後は本体や
ノズルが熱いため、時間をおいてから行なって
ください。

注意

排水するときは必ず電源を切り、電源プラグ• 
をコンセントから抜く。
感電の原因になります。
水を入れたままにしない。• 
水アカの発生原因になったり、凍って破損の
原因になったりします。

保存する7. 
本体に付いた水滴をふき取り、お手入れ（「お
手入れのしかた」（16 ページ））を行ない、乾
燥させて保存してください。

 

ノズルにブラシを取り付けて使用する
汚れに合わせて、ノズルにブラシを取り付けて使
用します。
先に「使用前の準備」の手順で本体にノズルを取
り付けてください。

注意
ノズルの使用後にブラシの取り付け・交換をする
ときは、ブラシが熱くなっているので注意する。
やけどの原因になります。

ノズルにブラシを取り付ける1. 
汚れに合わせてブラシを選択してください。
ブラシ 清掃するもの
ノズル＋通常ブラシ 柔らかい材質のものに使用
ノズル＋金属ブラシ ガスレンジなどの掃除に使用

キッチン周りなどの掃除には、延長ホースの• 
使用が便利です（12ページ）

《金属ブラシ》
ノズルの先に使用
し、ガスレンジな
どの掃除に使用し
ます

《通常ブラシ》
ノズルの先に使用
し、柔らかい材質
のものに使用します

9

01_DSM-1601 SteamCleaner.indd   9 2016/12/03   11:49:14



正しい使いかた（つづき）

延長パイプを取り付けて床を清掃する
延長パイプを本体に取り付ける1. 
カチッと音がするまでしっかり延長パイプを
本体に差し込んでください。
正しく取り付いていないと安全装置が働き、
電源ボタンを押してもスタンバイ状態になり
ません。

注意
他のノズルや延長ホースからの交換時は熱い
ので十分注意する。
熱を持っていて、さらにスチーム残りがある
こともあるため十分注意してください。

延長パイプに床用ヘッドを取り付ける2. 
カチッと音がするまでしっかり延長パイプに
床用ヘッドを差し込んでください。

「使用前の準備」手順3～6を行なう3. 
（6～7ページに本体に水を入れて、電源プラ
グをコンセントに取り付けるまでの詳細が記
載されています。）

延長パイプ 本体

延長パイプ

床用ヘッド

必要に応じて床用ヘッドにパッドを4. 
取り付ける
床用ヘッドをそのまま使用すると、素材に• 
よっては傷が付くことがあります。そのとき
は、パッドを取り付けて使用します。
また皮革製ソファーなど皮革製品など面的に• 
間接的にスチームを当てる場合に使用してく
ださい。

床用ヘッド

パッド

10
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本体を斜めにした状態で、スチーム5. 
ボタンを押して清掃する

注意
高温のスチームが噴出されるため、スチーム
の噴射口には触れない。
やけどの原因になります。

清掃が終わったら、電源ボタンを押6. 
して電源を切り、電源プラグをコン
セントから抜く
電源ランプが消灯したことを確認してくださ
い。清掃を終えたら、すみやかに排水し（9ペー
ジ）、お手入れしてください（16ページ）。

警告
使用後は必ず電源プラグを抜く。
接続したままにすると、火災や故障の原因に
なります。

本体

11
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正しい使いかた（つづき）

延長ホースを取り付けて清掃する
延長ホースを本体に取り付ける1. 
カチッと音がするまでしっかり延長ホースを本
体に差し込んでください。

注意
他のノズルや延長パイプからの交換時は熱い
ので十分注意する。
熱を持っていて、さらにスチーム残りがある
こともあるため十分注意してください。

ノズルに詰まりがないか、ノズルク2. 
リーナーピンを使って確認する

注意
詰まりの確認は、必ず使用前に行なう。
使用中や使用直後に行なうと、やけどの原因
になります。

ノズルを延長ホースに取り付ける3. 
カチッと音がするまでしっかり延長ホースを本
体に差し込んでください。

注意
延長ホースのスチームボタンに注意する。
延長ホースにはスチームボタンがあるので、
使用中に交換した場合は、誤って触れたりし
ないようにご注意ください。

清掃するものに合わせて、ノズルに4. 
ブラシを取り付ける
汚れに合わせてブラシを選択してください。
ブラシ 清掃するもの
ノズル＋通常ブラシ 柔らかい材質のものに使用
ノズル＋金属ブラシ ガスレンジなどの掃除に使用

「使用前の準備」手順3～6を行なう5. 
（6～7ページに本体に水を入れて、電源プラ
グをコンセントに取り付けるまでの詳細が記
載されています。）

延長ホース 本体

首振りロック解除ボタン
首振りロックを解除すると180°ノズル
の向きが動きます。使用するシーンに合
わせて向きを調節してください。

ノズルクリーナーピン

ノズル

注意
噴射中、噴射直後にはノズルの向きを調節
しない。
やけどの原因になります。
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スチームボタンを押して、清掃する6. 

注意
高温のスチームが噴出されるため、スチーム
の噴射口には触れない。
やけどの原因になります。

清掃が終わったら、電源ボタンを押7. 
して電源を切り、電源プラグをコン
セントから抜く
電源ランプが消灯したことを確認してくださ
い。清掃を終えたら、すみやかに排水し「排水
のしかた」（9ページ）をご覧ください）、お手
入れしてください（16ページ）。

警告
使用後は必ず電源プラグを抜く。
接続したままにすると、火災や故障の原因に
なります。

《使用例》

《使用例》

スクイジーを取り付けてガラス窓を
清掃する
窓ガラス、鏡などの清掃時はスクイジーを使用し
てください。本体に直接取り付けることも可能で
すが、延長ホースを使用すると、使いやすくなり
ます。
延長ホースの取り付けは、「延長ホースを取り付※ 
けて清掃する」12ページを読んで準備してく
ださい。

スクイジーを（延長ホースに取り付1. 
けた）ノズルに取り付ける

注意
窓ガラス、鏡などガラス清掃のときは必ずスクイ
ジーを使用する。
ノズルのスチーム噴射を直接当てると、温度差に
よりガラスが割れる原因になります。

スチームボタンを押して、清掃する2. 
清掃が終わったら、電源ボタンを押3. 
して電源を切り、電源プラグをコン
セントから抜く
電源ランプが消灯したことを確認してくださ
い。清掃を終えたら、すみやかに排水し「排水
のしかた」（9ページ）をご覧ください）、お手
入れしてください（16ページ）。

警告
使用後は必ず電源プラグを抜く。
接続したままにすると、火災や故障の原因に
なります。
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肩にかけて清掃する
延長ホースを使用するとき、本体を肩にかけると
移動しながらの清掃に便利です。

肩掛けベルトのフックを本体の取り1. 
付け部に取り付ける

注意
電源プラグをコンセントに接続する前に肩掛け
ベルトのフックを取り付ける。
電源を入れたあとでは本体が熱くなっており
やけどの原因になります。

延長ホースを取り付けて清掃する準2. 
備を行なう
延長ホースや電源コードが肩掛けベルトにか• 
らまないように注意してください。

熱に強いエプロンなどを着用の上、3. 
肩にかけて使用する

注意
高温のスチームが噴出されるため、スチーム
の噴射口には触れない。
やけどの原因になります。

正しい使いかた（つづき）
肩掛けベルト

肩掛けベルト

使用例

フック

本体取り付け部

下図のようにフックを本体取り
付け部に取り付けてください

14
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用途と使用例
床、タタミ ガスコンロのバーナー キッチン

排水溝 窓ガラス 浴室の目地

15
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お手入れと保存

警告 お手入れのときは、必ず電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。
感電やけが、事故の原因になります。

お願い
住宅用洗剤やシンナー、ベンジン、アルコール、• 
磨き粉などは絶対に使わないでください。
化学ぞうきんを使用する場合は、その注意書きに• 
したがってください。
本体に直接、水をかけて洗わないでください。（感• 
電・故障の原因になります。）

通常のお手入れ
使用後、毎回以下のようにお手入れをしてください。

注意
お手入れするときは、本体・そのほかが十分に
冷えている状態になっていることを確認する。
内部が熱を持っていることもあります。• 
残りのスチームにも十分気を付ける。• 

電源ボタンを押して運転を停止して、1. 
電源プラグをコンセントから抜く
電源ランプが消灯したことを確認してください。

本体のお手入れ2. 
本体は水洗いできません。• 
ぬるま湯か食器用中性洗剤（柑橘系を除く）• 
に浸してかたくしぼった柔らかい布でふきと
り、さらに乾いた布でやさしくからぶきして
ください。
強くこすらないでください。傷がつくおそれ• 
があります。

水タンクのお手入れ3. 
本体も水タンクのふたをあけて内部を乾燥さ
せて、保管してください。

各パーツをとりはずす4. 
「排水のしかた」（9ページ）をご覧ください

使用したパーツを水に入れて洗う5. 
本体以外は水に入れて洗うことができます。

乾燥させて収納袋に入れる6. 
お手入れをしたパーツを乾燥させて、収納袋に
入れて保管してください。

パッドのお手入れ7. 
パッドは洗濯することができます。パッドを使用し
たときは、洗濯をして、自然乾燥させてください。
（中性洗剤による手洗いまたは洗濯機）
漂白剤や柔軟剤は使用しないでください。• 
汚れが目立ってきたら、新しいパッドに交換• 
してください。
新しいパッドの時は糸くずが出てくることが• 
ありますが、使用していると出なくなります。
気になるようでしたら、一度洗ったうえで使
用してください。

各種交換用パーツは販売しております。お買い上げの小
売店もしくはお客様相談室へご相談ください。

交換用：DSM-1601パッド（2枚組）
型番 DSM2P 1セット 1200円 （税抜）

（2016年 12月現在）

 ※ パッドやゴム部品は消耗品のため、初期不良のとき以外、
保証対象になりませんのでご注意ください。

保存のしかた
お手入れのあと、完全に乾燥させてください。• 
ポリ袋などをかぶせ、陽の当たらない、湿気のない• 
風通しのよい場所に保存してください。

16
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警告 修理技術者以外の人は分解したり修理をしない。
「故障かな？」と思ったときには次の点をお調べください。

症状 主な原因 処置

電源が入らない
（側面表示ランプが赤／
緑どちらも点灯しない）

電源プラグがコンセントからはずれて• 
いる

電源プラグをコンセントに差し込む

電源が来ていない• 使用しているほかの機器の使用をやめ
てブレーカーなど確認する

スチームが出ない、
スチームの出が悪い

水• タンク内に水がない 水タンク内に水がないため、すぐに電源
を切り、電源プラグをコンセントから抜
き、本体が十分に冷めてから給水カップ
で水タンクに水を給水する

ノズルを取り付けていない• ノズル（または延長ホース・延長パイプ）
を取り付けないと、安全装置によりス
チームは出ません

ノズルを正しく取り付けていない• 
（しっかり取り付けていない）

ノズルを正しく取り付ける

延長ホースを正しく取り付けていない• 
（しっかり取り付けていない）

延長ホースを正しく取り付ける

延長ホースをねじっている• 延長ホースをねじらずに使用する

ノズルまたは床用ヘッドのスチーム噴• 
射孔が詰まっている

使用前にスチーム噴射孔に詰まりがな
いか、ノズルクリーナーピンを使って確
認する
注意 使用中、使用直後には行なわない。

ノズルなどがはずれる、
がたつく

各部正しく取り付けていない• 各部奥までしっかり取り付ける

使用すると床に白い跡が
残る

使用によって床のワックスが取れてし• 
まった

ワックスをかけ直す

パッドに洗剤が残っている• パッドを交換する／パッドを洗濯後、十
分にすすいで乾燥させて使用する

パッドに汚れがたまっている• パッドを交換する

硬水を使用している• 通常の水道水を使用する（硬水しか手に
入らない場合は、蒸留水を使用する）

油で床が汚れていた• 油汚れのある場所は油汚れに対応する
洗剤を使って掃除してから使用する

　 　 　

修理・サービスを依頼する前に
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修理・サービスを依頼する前に（つづき）

症状 主な原因 処置

スクイジーを使用すると
拭き取り跡が残る

スクイジーのゴムヘッドが汚れている• スクイジーのゴムヘッドを掃除する

スクイジーのゴムヘッドの劣化• 販売店またはドウシシャお客様相談室に
ご相談ください

水・スチームがもれる 水タンクに水を多く入れすぎている• 本体を傾けて水を捨てて水を減らす

水タンクふたが完全に閉まっていな• 
い、接続されていない

しっかりと水タンクを完全にしめる、接続
をする

水タンクふたのパッキンが劣化してい• 
る

販売店またはドウシシャお客様相談室に
ご相談ください

　 　 　

長年ご使用のスチームクリーナーはよく点検を
このような症状はありませんか？
電源コードや電源プラグが異常に熱い。• 
電源コードを動かすと、通電したり、しなかったりする。• 
こげ臭い匂いがする。• 
その他の異常・故障がある。• 

このような症状の時は、事故防止のため、すぐに電源を切り、
コンセントから電源プラグを抜いて、必ず販売店または
ドウシシャお客様相談室に点検をご相談ください。
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MEMO
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